
危機管理型水位計の概要
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洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計を開発することで、これまで水位計の無かった河川や地先レベ
ルでのきめ細やかな水位把握が必要な河川への水位計の普及を促進し、水位観測網の充実を図る。

【 目 的 】

○ 長期間メンテナンスフリー （ 無給電で５年以上稼働 ）
○ 省スペース（小型化） （ 橋梁等へ容易に設置が可能 ）
○ 初期コストの低減

（ 洪水時のみの水位観測により、機器の小型化や
電池及び通信機器等の技術開発によるコスト低減）

（ 水位計本体費用は、１００万円/台以下 ）
○ 維持管理コストの低減

（ 洪水時のみに特化した水位観測によりデータ量を
低減し、IoT技術とあわせ通信コストを縮減 ）

【 特 徴 】
開発された水位計の例

堤防に設置するタイプ
（ケーブル（計測器）を河川に入れて計測）

橋梁に設置するタイプ
（電波や超音波で河川に触れずに計測）

【 水位観測方法 】
一定の水位を超過した時に観測モードを切り替え、
10分以内毎に水位データを送信。水位データはクラウドで閲覧可能。

平常時水位監視 洪水時水位観測

河川管理者が指定した水位を
境に観測モードを切り替え
平常時：図とグラフの青色部分
洪水時：図とグラフの赤色部分



※【氾濫ブロック】一連の浸水区域のうち、河川や山などの地形及び構造物等により区分されるひとまとまりの氾濫区域のこと。

国管理河川における危機管理型水位計の配置箇所の考え方
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これまでは各水位計が長い区間を受け持ち、観測所地点の水位から各地点の水位を推定していたが、
集落や氾濫ブロック単位で「氾濫の危険度がどの程度切迫しているのか」を直接的には把握できていなかった。
今回は、 ① 「堤防高さや川幅などから、相対的に氾濫が発生しやすい箇所」
今回は、 ② 「氾濫により行政施設・病院等の重要施設が浸水する可能性が高い箇所」
今回は、 ③ 「支川合流部など、既設水位計だけでは実際の水位が捉えにくい箇所」 などを対象として抽出し、
既設水位計の配置や現地状況等を踏まえて、危機管理型水位計の配置箇所を選定。
国管理河川においては、平成30年度中に水位計の設置を進めることとしている。

増設された水位計によって
最寄りの河川の状況を
直接把握することが可能

既設の⽔位計
新設の⽔位計
想定される浸⽔範囲
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※図中の丸数字は上記で該当する類型



関東地方整備局管内
危機管理型水位計　設置予定数

水系 河川 設置数

久慈川水系 24

久慈川 14

里川 4
山田川 6

那珂川水系 51

那珂川 45

涸沼川 3

桜川 1
藤井川 2

利根川水系 188

利根川 52

常陸利根川（外浪逆浦） 2

鰐川 1

北浦 6

横利根川 1

霞ヶ浦（西浦） 13

小貝川 20

鬼怒川 40

江戸川 9

中川 1

綾瀬川 1

渡良瀬川 10

思川 4

巴波川 3

秋山川 1

矢場川 2

多々良川 2

旗川 1

桐生川 4

早川 1

小山川 1

広瀬川 2

烏川 6

神流川 3

鏑川 1
碓氷川 1

荒川水系 23

荒川 9

入間川 4

越辺川 4

小畔川 1

都幾川 2
高麗川 3

多摩川水系 45

多摩川 33
浅川 12

鶴見川水系 25

鶴見川 19

矢上川 3

早淵川 1
鳥山川 2

相模川水系 6
相模川 6

富士川水系 73

富士川 37

釜無川 15

早川 2

笛吹川 15

日川 1

重川 1

御勅使川 1
塩川 1

整備局管内合計 435

◆周辺より堤防が低いなどで氾濫の危険性が相対的に高い箇所等を中心に設置予定

※設置数は、自治体や地権者・橋梁管理者等との調整の結果、増減することがあります




